


評
価
と
課
題

　「アジアの環境とその保全Ⅰ」および「アジアの環境とその保全Ⅱ」では教室に設置したインターネットビデオ会議システムを活用し
たライブ講義を展開した。「アジアの環境とその保全Ⅰ」ではフィリピン、インドネシア、台湾、中国、マレーシア、韓国の大学から現在
問題となっている環境問題について、現状とそれを克服する取組みについて講義をしてもらった。授業中に質疑応答の時間を設けたほ
か、学生の理解を深めるための宿題を出してもらい、メールを通じて、授業を担当した教員とのやり取りを行った。「アジアの環境とそ
の保全Ⅱ」では各地域のESDの現状と課題について講義をしてもらった。いずれの授業もそれぞれの地域の第一線で活躍する大学教員
による講義であり、講義全体を受講することにより、アジア全体でどのような環境問題が課題となっており、ESDを含めたどのような取
組みが有効であるかを俯瞰的に眺め、理解できるように授業は構成された。成績は英文5ページの期末レポートにより評価した。各地域
の講義を担当した教員も本学のESDプログラムに深い理解を示し、講義資料としたパワーポイントのページ数が70－80ページとなるな
ど、非常に熱心に協力してくれた。

　学生たちがアジアのさまざまな地域で同じ課題に向かい合い、解決に向けた努力をしていることを理解し、お互いに連携、協力してい
くことが重要であることに気づくことができたことがこの講義の成果である。講義を担当した教員からはESDプログラムの継続を望む
メッセージが寄せられ、アジアの各地域の大学間で連携協力して、持続可能な社会の構築に向けた人材を養成していくことの重要性を
再認識できたことは意義深い。
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　「日本の環境とその保全Ⅰ」および「日本の環境とその保全Ⅱ」では、学内外の講師の多くの先生方にオムニバス形式にて、英語での講
義を担当していただいた。「日本の環境とその保全」では、後期、前期を通して、過去において日本が直面し解決してきたさまざまな公害
や環境問題について包括的に学び、学生各人が直面する各々の状況におけるESD活動のための幅広い実践力を身につけることを目標と
している。

　本科目では1年間を通して、日本における公害問題の歴史とその背景の変遷、日本国内各地でその解決が課題となっている「地球環境
問題」の現状と解決方法、日本国内におけるESDおよび市民による環境活動の現状と課題などについて学んだ。環境科学、健康科学、生
態学から人文社会学 行動科学、環境教育など多岐の分野にわたる講師陣が講義を担当することにより、履修生は自らの専門分野に関す
る知識を深めることができるだけではなく、他分野についても「環境」という視点から視野を広げることにつながった。また、学外講師
としては大学の先生方のほか、環境省近畿地方事務所、環境省近畿地方事務所神戸自然保護官事務所、公益財団法人地球環境センター、
西宮市環境局にも講義をご担当いただき、必ずしも学術的知識だけでは解決を図ることができない環境問題の現状を把握し、環境問題
に対する日本行政の取組みについても理解を深めた。そして、毎回講義の最後には担当講師と履修生とのディスカッションを行った。さ
らに学内での講義の他に、企業の取組みを学ぶ機会として工場見学（住友化学株式会社 大阪工場、サントリープロダクツ株式会社 高砂
工場）の見学、学術施設の取組みを学ぶ機会として博物館見学（滋賀県立琵琶湖博物館）もカリキュラムに組込んだ。

　講師の先生方には、意欲的に講義、質疑応答に取組む学生たちの姿勢にご理解いただき、講義後にも各人の専門分野や研究テーマに応
じて適宜メール等でのフォローをいただいた。これは担当講師の先生方にとっても学生たちにとってもベネフィットであり、本科目の
意義の1つでもあると思う。あわせて、履修生たちにとっては、日本国内の事例から多くのことを学び得ることができたという意味にお
いて、非常に意義深いものであったと思う。

　本講義においてご尽力いただきました先生方には、改めて感謝申し上げます。

人間科学部 環境・バイオサイエンス学科 特任助教

武中 桂
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　当協会において担当したインターンシップでは、ESDに関する基礎的な理解とESDの理念に基づいた学びやまちづくりの考え方につ
いて実践事例を通じて体験的に学ぶことができるようカリキュラムを構成した。

　地域や行政、学校などにおける実践内容や実施時期は、毎年、スケジュールが異なるため、スケジューリングが難しく、座学として実
施するESDの基本的な考え方に関する講義と組合せながら毎月の活動計画を設定した。

　ESDの考え方については、ユネスコやESD推進省庁連絡会議（環境省、文部科学省などで構成）がまとめた実行計画や国立教育政策研
究所からの提案文書などを中心に紹介している。

　日本においては、社会の持続可能性を環境面から捉えることが多いが、アジアの留学生では政治的な課題や官僚の汚職、失業などの雇
用、貧困問題、教育水準の向上といった課題に対する優先順位が高く、西宮市での実践事例だけでは、留学生が抱える社会的課題に即し
た学びをサポートすることについては不十分な面もあった。

　西宮市では、1992年から始めた環境学習活動「EWC（Earth Watching Club、地球ウォッチングクラブ）事業」があり、従前より体系的
な事業展開が図られており、社会システムとして環境学習やESDをどのように捉えていけばよいかといった点については理解を得られ
たのではないかと考えている。

　なかでも、1998年に当協会と西宮市が共同開発した「エコカードシステム」をベースにした全小学生を対象とした年間を通じた環境学
習事業は、今年度で15年を迎えており、地域社会に張り巡らされた「エコスタンプネットワーク」が子どもたちの環境学習やESDにつな
がる活動を支え続けている。

　また、エコカードに加え、中学生以上の市民を対象とした「持続可能な地域づくり市民活動カード」や幼児を対象とした「ちきゅうと
なかよしカード」など各世代をつなぐ活動へも発展しており、全市的な環境学習システムが確立されている全国的にも稀有な事例となっ
ている。

　こうした活動が、長年にわたって継続できている社会的な背景としては、西宮市が2003年に環境学習都市宣言を全国で初めて行って
いることなどがある。この環境学習都市宣言には、持続可能な社会に向けて行動憲章が設けられている。この行動憲章（「学び合い」「参
画・協働」「共生」「循環」「ネットワーク」）に、ESDの重要な要素が含まれており、西宮市内での諸活動をこの行動憲章と関連付け、ま
たESDの理念を体験に学べるよう工夫した。

　特に、継続的な体験活動として農作業の場を年間を通じて提供した。これは、持続可能な社会に向けた重要課題として農的生活が自立
した個人や社会にとって有用な考え方であることを認識してもらうためである。米づくりや野菜づくり、土づくりなど、本国でも体験し
た事がない者が大半であったが、ESDを考える上での重要性も理解してもらえたと感じている。

　留学生をインターンシップとして受入れたことは、当協会の理事や職員、ボランティア、関連団体などにとっても意識や活動を活性化
することにつながり感謝している。

NPO法人 こども環境活動支援協会（LEAF） 事務局長

小川 雅由
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　「地域からESDを推進する女性環境リーダー」のカリキュラムには2つの座学と2つの実地体験が設定されているが、実地体験の1つと
して位置づけられている「フィールドワーク」では、ESDに関する先駆的な取組みを実践している日本国内の事例地にて実習を行う。本
学ESDプログラムでは履修生（特に留学生たち）がカリキュラムを終えて各々の出身国に帰国した後、各国にてESDを牽引するリーダー
として活躍することを期待している。とりわけ、本プログラムで「知識」として学んできたことをどのように地域社会での「実践」に生か
すことができるか、どのような「技法」をもってすれば自らがリーダーとなって一般市民を巻き込みながらESDを推進することが可能か、
ということを実体験から学び理解するという意味において、フィールドワークでは「地域住民による取組み」という点に重きを置いてい
る。

　2010年度は、宮城県石巻市北上川河口地域にて実施した。地域の振興、雇用の促進を目的としながら都市と農村との交流にも役立て、
活性と安らぎの拠点を形成する手法、一般市民によって開始された地域資源を利用した活動が次第に地域内外の住民を巻き込んだ活動
へと発展していくプロセスについて、実際の地域活動への参加や地域住民への聞き取りから学んだ。2011〜2013年度は、沖縄県国頭郡国
頭村において実施した。まちづくりやまちづくりとESDに関する行政の取組みを学んだり、地域でさまざまな環境活動を展開する地元
NPO法人の提供するプログラムに実際に参加したりすることから、地域ごとに異なるESDの展開可能性について理解を深めた。

　いずれの現場での実習においても、地域住民や現地スタッフと学生たちとの意見交換の時間を設けた。そこで展開されるディスカッ
ションは参加する側、参加を受入れる側の双方にとって大変有意義なものになったと思う。と言うのも、参加する側である履修生たちは、
本プログラム内のもう1つの実地体験である「インターンシップ」での学びと「フィールドワーク」での体験を比較することで、ESDの展
開方法が必ずしも1つのパターンに当てはまるものや、マニュアル通りではないこと、ESDの展開においてはその土地その土地に備わっ
ている地域資源の活用が重要な鍵となること、どのようにして地域資源を発見し、それをどのような形で各々の出身国でのESD推進に
活用するかということについての理解につながる。一方で参加を受入れる側には、履修生たち各国のESDの現状についてのプレゼンテー
ションという形での情報提供を行う。合わせて実習終了後にはプロポーザルを提出し、フィードバックを行っている。

　フィールドワークの履修によって、学生たちはESDを推進する技法を理解、習得すると同時に、地域社会とのラポール構築の重要性も
理解できるのではないだろうか。これは、地域住民を巻き込みながらのESDの展開可能性を考えるときの課題とも言えるだろう。本
フィールドワークからの学びが、今後、各人が各々の出身国にてESDの推進に携わる際に有意義なものとなることを期待している。

　本科目においてご尽力いただきました皆さまには、改めて感謝申し上げます。
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文部科学省「社会システム改革と研究開発の一体的推進」
戦略的環境リーダー育成拠点形成

MEXT “Integrated Promotion of Social Reform and Research and Development”

Building Training Bases of Strategic Environmental Leaders Program

地域からESDを推進する女性環境リーダー
Woman Leaders Promoting ESD Based on Local Community

2009 - 2013年度 活動報告書
Final Report : 2009.04 - 2014.03

Kobe College
神戸女学院大学大学院  人間科学研究科

Graduate School of Human Sciences, Kobe College

2014年3月
March, 2014古紙配合率100％の再生紙を使用しています 環境にやさしい大豆油インクを使用しています
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